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議 会

美浜町議会議長

川畑 忠之
美浜町長

戸嶋 秀樹

町民の皆さんに信頼される
　｢開かれた美浜町議会開かれた美浜町議会｣
　　　　　　　　を目指して

り
、
い
ず
れ
も
評
価
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
活
気
あ
ふ
れ

る
観
光
拠
点
を
目
指
す
と
と
も
に
、

持
続
可
能
な
周
遊
滞
在
型
観
光
の

推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

が
見
直
さ
れ
、
新
た
な
原
子
力
政

策
の
下
、
立
地
地
域
の
振
興
に
向

け
た
仕
組
み
が
構
築
、
長
年
の
悲

願
で
あ
る
美
浜
高
島
避
難
道
路
が

調
査
段
階
に
入
り
ま
し
た
。

　

美
浜
発
電
所
後
継
機
設
置
に
か
か

る
可
能
性
調
査
も
始
ま
り
ま
し
た
が
、

安
全
を
最
優
先
に
、
町
民
皆
さ
ん
の

理
解
と
協
力
、
安
全
安
心
の
最
大
限

の
確
保
、
地
域
振
興
を｢

基
軸｣

に

原
子
力
と
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
近
年
、
自
然
災
害
が
激
甚

化
・
頻
発
化
し
て
お
り｢

必
ず
来

る｣

と
の
危
機
感
を
持
ち
、
地
域

防
災
力
の
強
化
、
防
災
減
災
対
策

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
ま
す
。
若
者
世
代
向

け
分
譲
住
宅
地
の
整
備
や
き
め
細
や

か
な
子
ど
も
子
育
て
支
援
等
の
ほ

か
、移
住
定
住
施
策
の
促
進
、グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
や
高
齢
者
福
祉
施
設
の
整

備
検
討
等
、
住
み
慣
れ
た
美
浜
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
施
策
の
充
実

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
は｢

ひ
と

づ
く
り｣

で
す
。
人
と
人
、
地
域

が
つ
な
が
る
学
び
と
挑
戦
・
地
域

愛
を
育
む｢

み
は
ま
シ
ナ
プ
ス
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト｣

を
柱
に
教
育
の
振

興
や
地
域
の
活
動
支
援
を
通
し
て
、

美
浜
の
明
る
い
将
来
展
望
が
開
か

れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
年
も｢

幸
せ
と
誇
り
・
夢
と

希
望
・
地
域
愛
あ
ふ
れ
る
・
美
し

美
浜｣

の
実
現
を
目
指
し
、
町
政

の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
、｢

午｣

の
如

く
快
走
、
心
安
ら
か
な
年
と
な
る

よ
う
祈
念
し
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

明は
、
輝
か
し
い
新
年
を
健
や
か
に
お

迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
町
政
の
推
進

に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
、
美
浜
中
学
校
は
開
校
50

周
年
を
迎
え
、
記
念
式
典
を
盛
大

に
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
国
ス
ポ
・
ロ
ー
イ
ン
グ
競

技
で
は
、
県
勢
が
前
人
未
踏
の
天

皇
杯
10
連
覇
を
達
成
。
そ
の
他
に

も
、
未
来
社
会
に
つ
な
が
る
大
阪
・

関
西
万
博
が
開
催
さ
れ
る
等
、
話

題
に
富
ん
だ
1
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
幹
線
時
代
に
入
り
2
年｢

人
・

モ
ノ｣

の
流
れ
は
、
堅
調
に
推
移
し

て
お
り
、
町
の
魅
力
が
高
く
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

道
の
駅
は
ま
び
よ
り
で
は
、
開

業
2
年
余
り
で
来
場
者
１
０
０
万

人
を
達
成
、
レ
イ
ク
セ
ン
タ
ー
は

三
方
五
湖
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ル
ー
ズ

と
し
て
運
航
内
容
を
刷
新
し
て
お

け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に

然
環
境
や
原
子
力
と
共
に
歩
ん
で
き

た
歴
史
、
ロ
ー
イ
ン
グ
を
通
じ
た
交

流
、
シ
ナ
プ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
に

ぎ
わ
い
の
創
出
等
、
こ
の
町
な
ら
で

は
の
強
み
と
可
能
性
も
数
多
く
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
魅
力
を
生
か
し
な

が
ら｢

こ
の
ま
ち
に
住
ん
で
よ
か
っ

た｣｢

こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
た
い｣

と
実
感
で
き
る
美
浜
町
を
つ
く
る
こ

と
が
、
我
々
議
会
に
と
っ
て
も
大
き

な
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
議
会
で
は｢

開
か
れ
た
議
会｣

を
目
指
し
、
議
会
と
語
ろ
う
会
等

を
通
じ
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
直

接
対
話
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
美
浜
中
学
校
生
徒
会
執
行

部
が
議
場
を
活
用
す
る
活
動
等
、

新
た
な
取
り
組
み
も
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
次
代
を
担
う
中
学
生
が
議

場
と
い
う
場
に
立
ち
、
自
ら
の
言

葉
で
質
疑
を
交
わ
し
て
く
れ
た
こ

と
は
、
我
々
議
員
に
と
っ
て
も
大

変
新
鮮
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
議
会
の
状
況
を
よ
り
分

か
り
や
す
く
お
伝
え
す
る
た
め
、
こ

れ
ま
で
の
М
М
ネ
ッ
ト
の
議
会
放
送

に
加
え
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
映

像
配
信
の
取
り
組
み
を
進
め
て
お

り
、時
間
や
場
所
の
制
約
を
超
え
て
、

多
く
の
皆
さ
ま
に
議
会
の
様
子
を
ご

覧
い
た
だ
け
る
環
境
を
整
え
る
こ
と

で｢

議
会
活
動
の
見
え
る
化｣
を
さ

ら
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
町
議
会
は
、
町
民
の
皆
さ

ま
の
目
線
に
立
ち｢

チ
ェ
ッ
ク
機

能｣

と｢

政
策
提
案
機
能｣

を
し
っ

か
り
と
果
た
し
な
が
ら
、
公
正
で

透
明
性
の
高
い
議
会
運
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
町
民
の
皆
さ
ま

お
一
人
お
一
人
に
と
り
ま
し
て
、
健

康
で
実
り
多
い
1
年
と
な
り
ま
す
こ

と
、
そ
し
て
、
ふ
る
さ
と
美
浜
が
、

笑
顔
と
温
も
り
に
満
ち
た
町
と
し

て
、
ま
す
ま
す
発
展
し
て
い
き
ま
す

こ
と
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家
族
お

揃
い
で
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
に

な
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
、
心
よ
り
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
、
町

議
会
の
活
動
に
対
し
、
深
い
ご
理
解

と
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

振
り
返
り
ま
す
と
、
昨
年
は
大

阪
・
関
西
万
博
が
開
催
さ
れ
﹁
い

の
ち
輝
く
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
﹂

を
掲
げ
て
、
世
界
各
国
か
ら
多
く

の
人
々
が
集
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
未
来
の
社
会
像
が
示
さ
れ
た

1
年
で
し
た
。
本
町
か
ら
も
会
場

に
足
を
運
ば
れ
た
方
が
多
く
、
私

た
ち
の
暮
ら
し
や
地
域
の
将
来
を

考
え
る
大
き
な
き
っ
か
け
に
な
っ

た
も
の
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

町
に
お
き
ま
し
て
も
、
人
口
減
少

や
少
子
高
齢
化
、
地
域
経
済
の
活

性
化
、
防
災
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
等
、

直
面
す
る
課
題
は
決
し
て
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
で
、
豊
か
な
自

年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ

町民の皆さんと共に
　 ｢幸せと誇り｣｢地域愛｣
　　　　　　  あふれる町へ

新年のご挨拶New Year greetings

行 政
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わたしの夢、語ります

山路　陽
ひ な

菜 さん　美浜東小学校 6年 (太田)

　私の将来の夢は、まだ決まっていないけれど、人に優

しくて、どんなことにも笑顔で頑張れる人になりたい

です。そのように思ったのは、保育士さんやお店の店員

さん等、さまざまな職場で働く人たちを見てきて、優し

くて笑顔で頑張っている姿に憧れたからです。

　その中で、特に注目したのは、お店の店員の方たち

です。いつでも笑顔で優しく接客する姿や、高齢者を気

遣って重たい荷物を車まで運ぶ姿を見て、少し興味を

持ち、こんな人になりたいなと思いました。

　今、自分にできることを考えてみると、まず勉強や習

い事を頑張ること、誰に対しても優しく接することだと

思いました。私のできることから、一生懸命チャレンジ

し、なりたい自分になれるように頑張ります。

CONTENTS　目次 広報みはま2026年1月号

自分だけの夢

‐表紙の写真‐

  2 新年のご挨拶

道路の除雪作業にご協力ください ／ 美浜町新春のつどいを開催します 他
情報BOX  18

ふるさと昔よもやま話164／文芸欄  23

すこやか放送局  22

ハートフル広場
はじめてバースデー／町人さん／慶弔／人口の動き／広報クイズ

  24

くらしのカレンダー26

美浜発電所の状況について  21

　みずうみ保育園のくじら組

の子どもたちです。

　今年の干支にちなみ、午

の顔のついたしめ縄を手に持

ち、｢ あけましておめでとう ｣

と新年のあいさつをしてくれ

ました。

　子どもたちが、新年も笑顔

と元気に満ちた日々を送り、

すくすくと成長していくこと

を楽しみにしています。

第45回美浜町子ども会卓球大会 / 人権のつどい2025 他
まちウォッチング  14

みはまのまなび通信　Vol.7  17

住民税申告と所得税の確定申告は
2月16日から3月16日まで

  16

特集  湖と、人と、まちが漕ぎ出す
　　　　　聖地が紡いだ、天皇杯10連覇の航跡

  5

わたしの夢、語ります／表紙の写真／目次  4

湖
と
、
人
と
、
ま
ち
が
漕
ぎ
出
す

特 集

久
々
子
湖
の
静
寂
を
破
り
、
湖
面
に
響
く

一
糸
乱
れ
ぬ
オ
ー
ル
の
音
。

そ
れ
は
、
絶
対
王
者
だ
け
が
奏
で
る
勝
利

の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
。

前
人
未
踏
の
国
ス
ポ
競
技
別
天
皇
杯
10
連

覇
は
、
い
か
に
し
て
成
し
遂
げ
ら
れ
た
の
か
。

こ
れ
は
単
な
る
ス
ポ
ー
ツ
の
記
録
で
は
な
い
。

半
世
紀
の
時
を
か
け
、
こ
の
ま
ち
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

に
刻
み
込
ま
れ
た
情
熱
と
絆
の
物
語
。

さ
あ
、
最
強
の
源
流
へ
。

そ
の
魂
の
航
跡
を
、
目
撃
せ
よ　
　
　

  

。

聖
地
が
紡
い
だ
、
天
皇
杯
10
連
覇
の
航
跡
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町
と
ロ
ー
イ
ン
グ
競
技
の
関
係
の

始
ま
り
は
、
昭
和
43
年
9
月
に
福
井

県
で
開
催
さ
れ
た｢

第
23
回
国
民
体

育
大
会｣

に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

　

同
大
会
の
ロ
ー
イ
ン
グ
競
技
は
、
県

の
会
場
地
選
考
委
員
会
で
美
浜
町
が
選

ば
れ
ま
し
た
。
会
場
と
な
っ
た
久
々
子

湖
は
、
漕
艇
場
と
し
て
自
然
環
境
に
恵

ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
国
体
コ
ー
ス
と

し
て
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
、
会

場
の
整
備
等
が
必
要
で
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
町
は
受
入
準
備
を
整
え

る
べ
く
、
昭
和
40
年
に｢

美
浜
町
国
体

準
備
委
員
会｣

を
立
ち
上
げ
、
行
政
と

町
民
が
一
丸
と
な
っ
て
整
備
を
行
い
、

大
会
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　

開
始
式
で
は
、
当
時
の
美
浜
町
長
で

福
井
県
漕
艇
協
会
長(
現
在
の
福
井
県

ロ
ー
イ
ン
グ
協
会
長)

だ
っ
た
綿
田
捨
三

氏
が｢

漕
艇
競
技
大
会
が
水
光
る
わ
が

久
々
子
湖
で
行
わ
れ
ま
す
こ
と
は
美
浜

町
民
の
最
も
光
栄
と
し
、
喜
び
に
堪
え

な
い
。
全
国
各
地
か
ら
お
集
り
の
方
々
に

は
、
1
万
3
千
町
民
心
か
ら
ご
歓
迎
申

し
上
げ
る｣

と
歓
迎
の
こ
と
ば
を
述
べ
、

計
4
日
間
に
わ
た
っ
た
競
技
を
成
功
裏

に
終
え
ま
し
た
。

　

同
大
会
ま
で
福
井
県
に
は
、
一
般

男
子(

現
在
の
成
年
男
子)

の
ナ
ッ

ク
ル
フ
ォ
ア
ク
ル
ー(

４
人
漕
ぎ
ク

ル
ー)

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
開

催
地
と
し
て
の
責
務
と
町
で
の
ロ
ー

イ
ン
グ
競
技
の
普
及
を
願
い
、
町
役

場
職
員
が
中
心
と
な
り
、
美
浜
町
漕

艇
ク
ル
ー
が
結
成
さ
れ
、
同
種
目
に

出
場
し
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
ロ
ー
イ
ン
グ
の
聖
地
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
美
浜
町
。
そ
の
始
ま
り
は
、
半
世
紀
以
上
前
に

開
催
さ
れ
た
１
つ
の
大
会
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

Interview

　昭和 43 年の福井国体まで 1

年弱、急遽結成された美浜町漕

艇クルーの一員として、ローイ

ング競技に出場しました。

　当時、西郷中学校に赴任され

た中江多津子 ( 旧姓 ) 教諭の指

導の下、早瀬の浄妙寺で合宿を

行いながら、朝日レガッタ等の

レースを経験しました。しかし、

にわか仕立てのクルーであり、

本番では結果を残せずに終わり

ました。また、翌年の県内予選

では小浜のクルーに破れ、残念

ながらクルーは解散しました

が、当時の教育委員会職員の松

井隆治氏から強い勧めもあり、

松井監督と 2 人で競技を続け

ました。

　その後、役場職員を中心に、

美浜ローイングクラブを立ち上

げ、レースや仲間意識を楽し

み、多くの仲間が継続して現在

の競技運営に関わってくれてい

ることや、10 月の国民スポー

ツ大会では、競技別天皇杯 10

連覇を見届けることができたこ

とは、大きな喜びでした。昭和

43 年の福井国体に出場したこ

とが、私のボート人生の原点で

あることは間違いありません。

国体に出場したことが

　　　ボート人生の原点に

◆
第
23
回
国
民
体
育
大
会
の
開
催

力
を
付
け
て
い
た
福
井
県
選
手
団
は
、

ロ
ー
イ
ン
グ
競
技
で
県
勢
初
と
な
る
男

女
総
合
１
位(

天
皇
杯)
、
女
子
総
合

１
位(

皇
后
杯)

を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

昭
和
63
年
に
は
、
福
井
国
体
開
催
20

周
年
と
ロ
ー
イ
ン
グ
を
す
べ
て
の
町
民

が
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
に
し
て
い
く
こ
と

を
目
的
に
、
第
１
回
美
浜
町
民
レ
ガ
ッ

タ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
ロ
ー
イ
ン
グ
競

技
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
た
テ
キ
ス

ト｢

ボ
ー
ト
の
ス
ス
メ｣

を
配
布
す
る

等
、
町
民
の
理
解
促
進
を
図
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
町
民
レ
ガ
ッ
タ
は
、
時
代

の
変
化
に
合
わ
せ
工
夫
を
凝
ら
し
な
が

ら
現
在
ま
で
続
く
町
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
町
民
の
ロ
ー
イ
ン
グ
競
技
へ

の
理
解
促
進
と
普
及
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
ま
す
。

◆
部
活
動
・
実
業
団
の
創
設

　

昭
和
44
年
４
月
に
、
県
立
美
方
高
校

が
開
校
す
る
と
同
時
に
漕
艇
部
が
創
設

さ
れ
、
昭
和
61
年
に
は
、
ロ
ー
イ
ン
グ

競
技
を
町
技
と
し
て
さ
ら
に
盛
り
上
げ

て
い
こ
う
と
い
う
町
の
要
請
を
受
け
た

美
浜
中
学
校
が
ボ
ー
ト
部
を
創
設
し
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
昭
和
62
年
に
は
、
優
秀

な
選
手
の
県
外
流
出
を
防
ぎ
、
国
民

体
育
大
会
の
成
年
男
子
強
化
等
を
目

的
と
し
て
県
漕
艇
協
会
の
要
請
を
受

け
た
関
西
電
力
が
美
浜
漕
艇
部
を
創

設
し
ま
し
た
。

　

昭
和
51
年
に
佐
賀
県
で
開
催
さ
れ
た

第
31
回
国
民
体
育
大
会
で
、
着
実
に

◆
各
種
大
会
で
の
成
績
と　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

町
技
へ
の
道

ロ
ー
イ
ン
グ
の
聖
地
の
は
じ
ま
り 

き
っ
か
け
と
町
技
へ
の
道

①第 23 回国民体育大会ローイング競技開始式 ( 旧北小学校グラウンド・昭和 43 年 )

②第 23 回国民体育大会ローイング競技に出場した美浜町漕艇クルー ( 早瀬 )

③第 1 回美浜町民レガッタ出艇桟橋 ( 早瀬 )

④第 1 回美浜町民レガッタ開会式 ( 中央公民館・昭和 63 年 ) ①

②③
④

美浜町漕艇クルーとして
第 23 回国民体育大会に出場した

福井県ローイング協会

さん田邉　義
よしろう

郎
(久々子)

副会長
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　体験入部でエルゴメーターを漕いだことが楽しく

てボート部に入部しました。県内の中学校でボート

部があるのは、美浜中学校だけなので、ここでボー

トを漕げることがすごく嬉しいです。

　僕たち美浜中学校ボート部が毎年強くなれるのは、

久々子湖で練習ができることも一つですが、僕たちの

ことを考え、熱い指導をしてくれる顧問の先生のお

かげだと思っています。これからも先生のご指導の下、

各部員がレースを意識した練習に取り組み、夏の全

中で男女総合優勝を目指します。

僕たちが強くなれるのは、
　　　　　　先生の熱い指導があるから

美浜中学校ボート部

教諭東田 仁
ひとふみ

文顧問

　

ロ
ー
イ
ン
グ
競
技
が
町
技
と
し
て
根
付
い
た
原
動
力
の
１
つ

に
地
元
学
生
の
活
躍
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
県
内
の
中
学
校
で

唯
一
ボ
ー
ト
部
を
有
す
る
美
浜
中
学
校
は
、
町
内
出
身
選
手
の

多
く
が
ロ
ー
イ
ン
グ
競
技
に
取
り
組
む
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

美浜中学校ボート部 女子キャプテン

ボート部に所属して強くなりました

Interview

さん岡本 楓
ふ う あ

彩 ( 佐田 )2 年

　ローイング選手である兄の影響で、私も漕ぎたい

と興味を持ち、ボート部に入部しました。部活での

練習やレースはとてもハードですが、やり遂げた時

や漕ぎ切った時の達成感がすごくあります。

　ボート部に入って、やり遂げる力や誰にも負けた

くないと思う強いメンタルが鍛えられ、新人戦でも

最後まで漕ぎ抜き、優勝することができました。こ

れからも、優勝を目指し、悔いが残らない最後まで

漕ぎ切るレースができるよう、頑張りたいです。

ローイングを通して自分のやりたいことを

　本校のボート部では、勝ち負けより

もローイングを楽しむこと、つらい時

でも仲間と支え合って最後までやり

遂げることを大切にしています。ま

た、部活動は普段の学校生活をきちん

と送ってこその活動です。やるべきこ

とはしっかりやる、地域の方々や町、

久々子湖で一緒に練習をしている高校

のボート部関係者等多くの人に支えら

れていること等を選手に伝え、地域の

方々から応援してもらえる人となれる

ように挨拶や礼儀等の指導にも力を入

れています。

　生徒たちには、ローイングを通して、

心身を鍛えることはもちろん、自分が

やりたいことに対して受け身にならず

に積極的にチャレンジし、自分が目指

す目標を達成してもらいたいと思って

います。そして、生徒たちの思いに対

して背中を押すことができるようなサ

ポートをし、達成する喜びを味わえる

ように今後も指導を行っていきたいと

思っています。

　

美
浜
中
学
校
の
ボ
ー
ト
部
が
創
設

さ
れ
た
の
は
昭
和
61
年
５
月
。
町
技

で
あ
る
ロ
ー
イ
ン
グ
競
技
に
ジ
ュ
ニ

ア
期
か
ら
親
し
む
環
境
づ
く
り
や
同

競
技
を
通
じ
た
町
の
活
性
化
を
目
的

に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

創
設
翌
年
か
ら
全
国
中
学
選
手
権

競
漕
大
会
に
出
場
し
、
こ
れ
ま
で
男

女
と
も
に
幾
度
と
な
く
総
合
優
勝
を

果
た
す
等
、
輝
か
し
い
成
績
を
収
め

て
い
ま
す
。

　

特
に
、
平
成
11
年
か
ら
は
、
水

上
で
艇
を
動
か
す
感
覚
の
優
れ
た
選

手
を
育
成
す
る
こ
と
が
高
校
で
の
ス

ム
ー
ズ
な
競
技
継
続
に
つ
な
が
る
と

い
う
高
校
指
導
者
の
助
言
の
下
、
シ

ン
グ
ル
ス
カ
ル
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が

中
心
の
練
習
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
、

平
成
12
・
13
年
の
全
国
中
学
選
手
権

①
②

③
④

⑤

◆
美
浜
中
学
校
ボ
ー
ト
部
の
航
跡

競
漕
大
会
で
は
、
小
柄
な
選
手
が
シ

ン
グ
ル
ス
カ
ル
で
優
勝
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
頃
か
ら
生
徒
た
ち
は
、
１
漕

ぎ
１
漕
ぎ
を
大
切
に
し
て
競
技
に
取

り
組
む
こ
と
を
意
味
す
る｢

一
本
で

よ
り
遠
く
へ｣

を
合
言
葉
に
久
々
子

湖
で
練
習
を
重
ね
、
時
に
は
中
学
生

離
れ
し
た
し
な
や
か
で
力
強
い
ロ
ー

イ
ン
グ
で
全
国
制
覇
を
果
た
す
等
、

全
国
に
美
浜
中
学
校
の
名
を
轟
か
せ

て
き
ま
し
た
。

　

美
浜
中
学
校
ボ
ー
ト
部
で
は
、
楽

し
く
ボ
ー
ト
を
漕
ぐ
こ
と
の
大
切
さ

や
同
競
技
を
通
じ
た
人
間
育
成
に
重

き
を
置
い
た
指
導
を
発
足
当
初
か
ら

脈
々
と
培
い
、
高
校
進
学
後
も
同
競

技
を
続
け
活
躍
す
る
選
手
を
多
く
輩

出
し
て
い
ま
す
。

一
本
で
よ
り
遠
く
へ

受
け
継
が
れ
る
伝
統
と
合
言
葉

Interview

美浜中学校ボート部 男子キャプテン

さん石場 悠
は る と

斗 ( 菅浜 )2 年

①湖上練習前に技術動作を確認

②練習前後は生徒自ら、船の整

備③湖で練習ができない日は、

校内にあるローイングマシンで

体と心を鍛える④細かな動作ま

で確認してローイング⑤第 43

回全日本中学選手権競漕大会で

優勝した美浜中学校ボート部
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美
浜
町
民
レ
ガ
ッ
タ
は
、
ロ
ー
イ
ン

グ
競
技
を
多
く
の
町
民
に
親
し
ん
で
も

ら
い
、
競
技
人
口
の
拡
大
や
町
民
同
士

の
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
昭

和
63
年
に
第
１
回
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

久
々
子
湖
で
は
、
昭
和
43
年
に
開
催
さ

れ
た
第
23
回
国
民
体
育
大
会
以
降
、
町
民

レ
ガ
ッ
タ
が
開
催
さ
れ
る
ま
で
、
福
井
レ

ガ
ッ
タ
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
大
会
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
美
浜
中
学
校

や
美
方
高
校
の
ボ
ー
ト
部
の
練
習
拠
点
と

な
る
等｢

ロ
ー
イ
ン
グ
の
聖
地｣

と
し
て

認
知
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
し
た
が
、
町
民
の

間
で
は
ロ
ー
イ
ン
グ
競
技
は
ボ
ー
ト
部
に

所
属
す
る
競
技
選
手
が
行
う
特
殊
な
競
技

と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
当
時
の
美
浜
町
長
綿
田
光
雄

氏
は
、
ロ
ー
イ
ン
グ
競
技
を
町
民
の
皆
さ

ん
に
親
し
ん
で
も
ら
い
、
全
員
が
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
い
と
検
討
を
重

ね
、
第
23
回
国
民
体
育
大
会
開
催
20
周
年

を
迎
え
た
昭
和
63
年
10
月
に
第
1
回
大
会

の
開
催
に
至
り
ま
し
た
。

　

同
大
会
で
は
、
各
集
落
や
町
内
の
事
業

所
か
ら
１
２
５
ク
ル
ー
約
６
５
０
人
の
参
加

が
あ
り
、
ガ
ッ
ツ
マ
ン
や
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
、

レ
デ
ィ
ー
、
ミ
ッ
ク
ス
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
5

種
目
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成

18
年
に
は
交
流
の
部
等
の
新
た
な
部
門
を

設
け
る
こ
と
で
、
年
々
参
加
ク
ル
ー
が
増

え
、
平
成
29
年
の
第
30
回
記
念
大
会
で
は
、

３
１
２
ク
ル
ー
約
１
，
８
０
０
人
が
参
加
す

る
国
内
最
大
級
の
市
民
参
加
型
レ
ガ
ッ
タ

と
な
り
ま
し
た
。

　

町
民
レ
ガ
ッ
タ
の
開
催
に
よ
り
、
町
民
に

と
っ
て
ロ
ー
イ
ン
グ
競
技
が
よ
り
身
近
な
も

の
と
な
り
、
競
技
人
口
や
交
流
人
口
の
拡

大
等
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

◆
競
技
人
口
の
拡
大
と

　
　
　
　
　
　

地
域
の
活
性
化

　今年で 38回を数えた美浜町民レガッ

タは、ローイング競技を通して地域と地

域、地域と人、そして人と人とのつなが

りを強くする町の一大イベントへと成長

しました。

Attention 
未来に向かって

Go‼

① ｢Attention！Go！｣ の発艇号令で勢いよく飛び出すクルー ( 第 10 回・平成 9 年 )

②見事入賞し、メダルをかけてもらう選手たち ( 第 3 回・平成 2 年 )

③接戦の中盤、互いに譲らない各クルー ( 第 29 回・平成 28 年 )

④ 30 回目の開催を記念し、記念モニュメントを設置 ( 第 30 回・平成 29 年 )

⑤波で荒れるコースを懸命に漕ぐ選手たち ( 第 19 回・平成 18 年 )

⑥息を合わせてボートを漕ぐ選手たち ( 第 10 回・平成 9 年 )

①②レース間は、地域や職場の仲間たちと交流を深める楽しいひと時に

　　( 第 24 回・平成 23 年 )

③朝日を受けながら、レースに臨む各クルー ( 第 27 回・平成 26 年 )

④仮装してレースに出場し、大会を盛り上げる ( 第 18 回・平成 17 年 )

⑤レース中に遊覧船が近くを走ることも ( 第 20 回・平成 19 年 )

⑥完漕し、爽やかな笑顔を見せる選手たち ( 第 25 回・平成 24 年 )

⑦レース中の出艇桟橋前は、大混雑 ( 第 38 回・令和 7 年 )

⑧応援してくれた観客に手を振る選手たち ( 第 21 回・平成 20 年 )

⑨陸上から声援を送る観客たち ( 第 25 回・平成 24 年 )

①

②
③

④
⑤

⑥

①②
③④

⑤

⑥
⑦

⑧⑨
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競
技
別
天
皇
杯
　
連
覇

前
人
未
踏
の
偉
業

10

　

令
和
７
年
10
月
に
、
滋
賀
県
で
行
わ
れ
た
第
79
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
ロ
ー
イ
ン
グ
競
技
で
、
福
井

県
は
競
技
別
天
皇
杯(

男
女
総
合)

で
平
成
26
年
の
長
崎
国
体
か
ら
続
く
10
連
覇
、皇
后
杯(

女
子
総
合)

で
平
成
28
年
の
岩
手
国
体
か
ら
続
く
8
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。
同
競
技
で
は
、
町
内
在
住
者
や
出
身

者
の
活
躍
が
目
覚
ま
し
く
、
偉
業
達
成
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

◆
全
国
の
頂
点
に

　
　
　

立
ち
続
け
ら
れ
る
理わ

け由

美浜町長 戸嶋　秀樹

　昭和 43 年の福井国体でローイング競

技が久々子湖で初めて開催され、57 年

が経ちました。今日まで、町技としてロー

イング文化が町に根付いたのは、競技の

普及にご尽力いただいた関係者の皆さん、

惜しみない努力を費やし、数々の功績を

残された選手や指導者の皆さん、そして、

町民の皆さんのご理解、ご協力があった

からこそと、深く感謝いたします。

　昭和 63 年から始まった美浜町民レガッ

タも、多くの町民の皆さんにご参加いた

だき、｢ ローイングの町美浜」を象徴する

日本最大級の市民参加型レガッタとなりま

した。大会を通じて、広く町民の皆さんに

ローイングに親しんでもらうことで、競技

の普及や地域の活性化につながっていま

す。そして、紡いできたローイング文化に

花が咲き、第79回国民スポーツ大会では、

多くの本町関係選手が活躍し、天皇杯 10

連覇という前人未踏の金字塔を打ち立て

ることができました。この歴史的偉業は、

選手たちや指導者の努力・活躍はもちろ

ん、学校や企業、町民の皆さんが一丸と

なって成し遂げた成果だと考えています。

　現在、関電ローイングセンターみはま

( 県立久々子湖漕艇場 ) では、国内最高

峰の競技環境の整備に向け2,000ｍコー

スの延伸工事が進められており、町では

完成を見据え、全日本や国際級大会を開

催したいと考えています。町としては、引

き続きローイング競技を通じて、交流人

口の拡大や地域づくり・｢ ローイングの町

美浜 ｣ のまちづくりに取り組んでいく所存

でありますので、これまで以上のご理解と

ご支援を心からお願い申し上げます。

町に根付いたローイング文化を

　　まちづくり・地域の活性化へ

　

ロ
ー
イ
ン
グ
競
技
で
福
井
県
勢

が
頂
点
に
立
ち
続
け
ら
れ
る
理
由

は
、
久
々
子
湖
で
の
練
習
環
境
と

国
ス
ポ
で
勝
つ
た
め
に
行
わ
れ
る

高
校
等
の
垣
根
を
超
え
た
チ
ー
ム

編
成
に
あ
り
ま
す
。

　

県
内
す
べ
て
の
高
校
ボ
ー
ト
部

が
、
久
々
子
湖
を
拠
点
に
活
動
し
、

互
い
に
連
携
を
取
り
合
う
こ
と
で
、

競
技
レ
ベ
ル
の
底
上
げ
が
図
ら
れ
、

強
い
選
抜
チ
ー
ム
が
持
続
し
、
成
績

を
残
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
要
因

の
１
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
つ
目
の
要
因
と
し
て
県

勢
ク
ル
ー
は
、
選
手
個
人
の
身
体
能

力
や
年
間
を
通
し
て
行
わ
れ
る
シ
ン

グ
ル
ス
カ
ル
の
タ
イ
ム
計
測
結
果
等

を
基
に
、
各
チ
ー
ム
の
指
導
者
が

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
、
選
ば
れ
た

選
抜
ク
ル
ー
で
あ
る
こ
と
で
す
。
少

年
の
部(

高
校
生)

で
は
、
国
ス
ポ

終
了
後
か
ら
翌
年
の
国
ス
ポ
に
向
け

県
内
す
べ
て
の
高
校
ボ
ー
ト
部
が
集

ま
り
、
合
同
で
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
の

タ
イ
ム
計
測
や
計
画
的
な
合
宿
、
選

考
レ
ー
ス
を
経
て
選
手
を
選
抜
し
、

強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
初
期
ま
で
は
、
単
独
校
の
弱

点
を
他
校
の
有
力
選
手
で
補
強
す
る

形
で
ク
ル
ー
が
組
ま
れ
、
短
期
間
の

猛
練
習
で
国
ス
ポ
に
出
場
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
人
口
の
少
な
い
福

井
県
が
県
外
の
強
豪
に
勝
つ
た
め
、

チ
ー
ム
の
垣
根
を
超
え
た
選
抜
ク

ル
ー
の
編
成
を
始
め
、
各
校
の
指
導

者
た
ち
が
練
習
方
法
を
公
開
し
、
指

導
等
の
方
向
性
を
統
一
し
て
選
手
の

育
成
、
強
化
を
行
い
、
県
全
体
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
ロ
ー
イ
ン

グ
競
技
の
総
合
成
績
は
、
男
女
総

合
成
績(
天
皇
杯
得
点)

及
び
女
子

総
合
成
績(
皇
后
杯
得
点)

に
分
け

ら
れ
、
競
技
得
点
と
参
加
得
点
の

合
計
が
多
い
都
道
府
県
順
に
順
位

が
決
め
ら
れ
ま
す
。

　

競
技
得
点
は
、
種
目
別
に
配
分
が

異
な
り
、
選
手
が
１
人
で
出
場
す
る

シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
は
、
１
位
が
８
点

に
対
し
、
コ
ッ
ク
ス
を
合
わ
せ
て
５

人
の
選
手
が
出
場
す
る
舵
手
つ
き

フ
ォ
ア
と
舵
手
つ
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル

は
１
位
に
40
点
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
獲
得
し
た
競
技

◆
競
技
別
天
皇
杯
・
皇
后
杯
の

　
　
　
　
　
　
　
　

決
定
方
法

得
点
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
を
含
む
本

大
会
に
参
加
し
た
都
道
府
県
に
与
え

ら
れ
る
参
加
得
点
10
点
を
加
算
し
た

合
計
得
点
で
争
わ
れ
て
い
ま
す
。
天

皇
杯
と
皇
后
杯
を
獲
得
す
る
に
は
、

得
点
配
分
の
高
い
種
目
で
上
位
入
賞

す
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

福
井
県
は
、
ほ
と
ん
ど
の
種
目

で
上
位
入
賞
を
収
め
、
特
に
舵
手

つ
き
フ
ォ
ア
と
舵
手
つ
き
ク
ォ
ド

ル
プ
ル
で
は
、
中
学
時
代
か
ら
築

き
上
げ
た
水
上
で
艇
を
動
か
す
個

の
感
覚
を
結
集
し
た
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
の
良
い
漕
ぎ
で
、
多
く
の
得
点

を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

天皇杯
対象種別

皇后杯
対象種別

1
位

2
位

3
位

4
位

5
位

6
位

7
位

8
位

成年男子

成年女子

少年男子

少年女子

成年女子

少年女子

舵手つきフォア
舵手つきクォドルプル

40 35 30 25 20 15 10 5

ダブルスカル 24 21 18 15 12 9 6 3

シングルスカル 8 7 6 5 4 3 2 1

順　位
種　目

－総合成績決定方法－

①第 79 回国民スポーツ大会で天皇杯 10 連覇、皇后杯 8 連覇

を達成した福井県選抜チーム ( 滋賀県・令和 7 年 ) ②第 73 回

国民体育大会で天皇杯 5 連覇、皇后杯 3 連覇を達成した福井

県選抜チーム ( 福井県・平成 30 年 ) ③第 77 回国民体育大会

で天皇杯 7 連覇、皇后杯 5 連覇を達成した福井県選抜チーム

( 栃木県・令和 4 年 )④第 79 回国民スポーツ大会ローイング

競技の少年女子舵手付きクオドルプルで優勝した福井県選抜ク

ルー⑤第 73 回国民体育大会ローイング競技の成年男子舵手つ

きフォアで優勝した福井県選抜クルー ( 福井県・平成 30 年 ) ①

②③

④

⑤



atching
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まちの話題をお知らせします
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↓常駐する保育士さんと一緒に遊ぶ子どもたち

　10 月 6 日に、赤ちゃんから小学生までの子どもを預け
られる、託児所にこるーむが太田区にオープンしました。
　この施設は、子育て世帯の夫婦の負担を軽減し、心身
のリフレッシュを図ってもらうことを目的として、株式
会社 Z-company( 太田 ) が設立しました。
　山﨑博一代表は ｢ 預かるだけでなく、育児イベントも企
画しているので、気軽に利用してほしい ｣と話していました。

ママ・パパの育児負担の軽減に

託児所にこるーむがオープン

↓美しいハーモニーを奏でる美浜町女声コーラスアザレアの皆さん

　11 月 16 日に、第 32 回 WCA 合唱祭がなびあすで
開催されました。
　この合唱祭は、嶺南で活動している合唱団が集い、
1 年間の練習の成果を披露することを目的として、若狭
合唱協会が毎年開催しています。
　当日は、10 団体の合唱団が美しいハーモニーを奏
で、訪れた来場者約 200 人を魅了していました。

心に響くハーモニー

第32回WCA合唱祭

↓区内を歩き、早瀬の町並みや風景を撮影する参加者たち

　12 月 7 日に、美浜フォトウォーク in 早瀬～秘密に
したい、景色を探そう。～が早瀬区内で開催されました。
　この企画は、町のブランドホームページ掲載のエリアを
巡り、直接魅力を感じてもらう体験型観光商品の開発と北
前船日本遺産の観光活用を目的に町が開催したものです。
　参加者は、観光ガイドの説明を聞きながら区内を歩き、
気になった風景等を撮影して魅力を共有していました。

区内を散策し、地域の魅力をパシャリ

美浜フォトウォーク in 早瀬美浜フォトウォーク in 早瀬

↓白熱したラリーの中で果敢にスマッシュを打ち込む児童たち

第45回美浜町子ども会卓球大会第45回美浜町子ども会卓球大会
美浜っ子がハツラツプレー！

　12 月 7 日に、第 45 回美浜町子ども会卓球大会が総合体
育館で行われ、町内各地区から 22 チーム約 150 人が出場
しました。
　子どもたちは、サーブや鋭いスマッシュ等、日頃の練習の成
果を存分に発揮して熱戦を繰り広げながら、1 球ごとにチーム
のみんなで喜び、励まし合いながら試合を楽しんでいました。
　大会結果は次のとおりです。

男子の部 女子の部 混合の部

優　勝 けやき台
にわもりーず

東3区
スターキッズ おぐらーず

準優勝 松郷男子
やきポンデ

東3区
スーパームーン

南市
レッド★スターズ

ミックス

3　位

久々子スマッシュ
ブラザーズ 松郷女子みかん 河原市

佐田坂尻
ファイターズ 2ndA 久々子ReiFuu 日向

チョコレート

↓友だちの詩等の名曲を披露し、自らの体験談を話す中村さん

　12 月 6 日に、人権のつどい 2025 がなびあすで開
催され、人権作品等の展示や中村中

あたる

さん ( 歌手・俳優 ) 
によるトーク＆ライブが行われました。
　中村さんは、名曲を熱唱したほか、性的マイノリティ
について自身の体験談等を基に話をされました。
　来場者らは、中村さんの心に響く美しい歌声や体験
談等に聞き入っていました。

音楽を通じて、差別のない世界に

人権のつどい2025

↓啓発物品を配布するキャンペーン隊

　12月4日に、第75回人権週間の街頭啓発キャンペー
ンの出発式が町役場で行われました。
　同キャンペーンは、キャンペーン隊が町内各所をま
わり、人権の啓発活動を行うもので、人権週間の開始
に合わせて毎年実施しています。

キャンペーン隊は、出発式の後、企業や学校等を訪
れ、啓発物品の配布や呼びかけを行っていました。

人権週間街頭啓発キャンペーン人権週間街頭啓発キャンペーン
人権意識の向上を

↓戸嶋町長 ( 中央右 ) に目録を手渡す宇野会長 ( 中央左 )

　12 月 5 日に、敦賀ロータリークラブが町内の小学
校に児童用図書合計 84 冊を寄贈しました。
　この贈呈は、スマートフォン等の普及により読書離れ
が深刻化している中で、読書の楽しさを知ってもらい、
読書の習慣化につなげることを目的に行ったものです。
　宇野美和会長は ｢ 本を読んでもらうことで、子どもた
ちの成長に役立ってくれると嬉しい｣と話していました。

読書で児童たちの健全な成長を

児童用図書を寄贈



↑コンテナハウスで初出店、町の方と交流
する様子

毎年恒例の
「ふるさと美浜元気フォ

ーラム」は・・・
1月21日に開催予定。
美浜町の学校教育も見逃せ
ません！学校での取り組
みにもぜひご注目下さい！

世
代
交
わ
り笑

顔
の
ま
ち

vol.7

教育・まちづくりについて感じたことを教えて
ください。左記二次元コードからアンケートに
ご協力をお願いいたします。
今後の参考とさせていただきます。

ま
ち
に
触
れ
る

大
人
の
一
歩

↑イチジク商品を販売するサンの子どもたち

↑｢手形アート｣イベントで交流する様子
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住
民
税
の
申
告

　

住
民
税
の
申
告
会
場
の
混
雑
を
避

け
る
た
め
、申
告
受
付
は
事
前
予
約
制

で
実
施
し
ま
す
。詳
細
は
広
報
み
は
ま

2
月
号
や
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
、町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

確
定
申
告
に
関
す
る
質
問
は
、質

問
を
入
力
い
た
だ
け
れ
ば
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
た
相
談
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト｢

税

務
職
員
ふ
た
ば｣

が
回
答
し
ま
す
。

　

ま
た
、｢

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー｣

で
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
や
税
金
の
分

野
別
等
の
方
法
で
調
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

住民税申告と所得税の確定申告は住民税申告と所得税の確定申告は
　　　　　　　　  2月16日から3月16日まで　　　　　　　　  2月16日から3月16日まで

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

敦
賀
税
務
署　

☎
22
‐
１
０
１
０

【
住
民
税
の
申
告
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　

お
問
い
合
わ
せ
先
】

町
税
務
課(

担
当･

藤
田)

　
　
　
　
　
　
　

☎
32
‐
６
７
０
２

　

確
定
申
告
の
期
間
中
は
、
税
務

署
・
町
役
場
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。

　

税
務
署
で
は
、
来
署
せ
ず
に
自
宅

等
か
ら
申
告
手
続
が
完
了
す
る｢

ｅ

‐
Ｔ
ａ
ｘ
申
告｣

を
推
進
し
て
い
ま

す
。
お
早
め
に
電
子
送
信
や
郵
送
に

よ
る
申
告
等
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

令
和
7
年
分
の
国
税
庁
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
は
、
令
和
8
年

１
月
上
旬
公
開
予
定
で
す
。

自
宅
等
で
い
つ
で
も

確
定
申
告

確
定
申
告
で
困
っ
た
ら

  

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

敦
賀
税
務
署
の
申
告
会
場
の
受
付

時
間
が
変
わ
り
ま
す
。

　

申
告
相
談
の
受
付
期
間
は
、令
和

8
年
2
月
16
日
か
ら
3
月
16
日
で
す
。

※
閉
庁
日(

土
、
日
、
祝
日
等)

は
、

相
談
及
び
申
告
書
の
受
け
付
け
を

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

※
申
告
会
場
へ
の
入
場
に
は
、｢

入

場
整
理
券｣

が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
国
税
庁
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア

カ
ウ
ン
ト
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
事
前

予
約
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
会
場

に
お
い
て
当
日
受
付
も
行
っ
て
お

り
ま
す
が
、
当
日
の
相
談
枠
に
限

り
が
あ
り
ま
す
。

・
2
月
16
日(

月)

〜
2
月
27
日(

金)

午
前
9
時
〜
午
後
0
時
30
分(

※)

・
3
月
2
日(

月)

〜
3
月
16
日(

月)

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時(

※)

■
受
付
時
間

所
得
税
の
確
定
申
告

確定申告書の作成･送信は
国税庁ホームページから!!

国税庁ホームページへアクセスステップ①

ステップ② 申告書を作成

ステップ③ e-Taxで送信して提出

印刷して郵送等で税務署へ提出することもできます。
ぜひ、ご活用ください。

① 確定申告期間中、24時間いつでも利用できます

② 税務署に行く手間がかかりません

③ 自動計算されるので計算間違いがありません

④ データの保存ができ、いつでも作業を再開できます

⑤ 保存したデータは翌年以降も利用できます

↑ 国税ホームページ
チャットボット

↑ 国税ホームページ
タックスアンサー

↑ 国税庁 LINE 公式
アカウントの友だ
ち登録はこちら

　

秋
晴
れ
の
清
々
し
い
天
気
の
下
、

町
を
舞
台
に
開
か
れ
た｢

シ
ナ

プ
ス
＋｣

の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
世

代
を
超
え
て
多
く
の
挑
戦
と
に
ぎ

わ
い
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
会
場
内
で
は
、
放
課
後
教

室
サ
ン
の
小
中
学
生
た
ち
が
元

気
に
走
り
回
っ
て
い
ま
し
た
。
商

品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
集
大
成

と
し
て
出
店
し
た
子
ど
も
た
ち

は
、
笑
顔
で
声
が
枯
れ
る
ほ
ど

接
客
し
、
売
れ
残
り
を
知
る
と

チ
ー
ム
を
超
え
て
呼
び
込
み
に

動
き
、
販
売
時
間
の
延
長
も
自

分
た
ち
で
決
め
て
い
ま
し
た
。
商

品
を
褒
め
ら
れ
た
時
の
キ
ラ
ッ
と

し
た
表
情
や
、｢

最
後
ま
で
や
り

切
っ
た｣

と
い
う
充
実
感
が
印
象

的
で
、
子
ど
も
た
ち
の
確
か
な
成

長
が
感
じ
ら
れ
る
瞬
間
で
し
た
。

　

学
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｋ
ａ
ｉ
の
高

校
生
は｢

手
形
ア
ー
ト｣

を
企

画
。
最
初
は｢

自
分
の
考
え
が

合
っ
て
い
る
か
不
安
だ
っ
た｣

と

話
し
て
い
ま
し
た
が
、
大
人
や
仲

間
に
相
談
し
な
が
ら
進
め
る
中

で
、｢

結
果
が
全
て
で
は
な
く
失

敗
も
経
験
の
一
部｣

と
い
う
考
え

方
を
持
ち
、
挑
戦
が
苦
手
意
識
に

向
き
合
う
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

来
場
者
と
の
交
流
を
通
し
て｢

伝

え
る｣

こ
と
で
徐
々
に
自
信
が
生

ま
れ
、
多
世
代
と
の
つ
な
が
り
も

感
じ
ら
れ
た
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

　

初
め
て
ま
ち
の
イ
ベ
ン
ト
に
出

店
し
、
と
て
も
貴
重
な
体
験
に
な

り
ま
し
た
。
開
業
に
あ
た
り
美
浜

で
の
手
触
り
感
が
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
町
の
方
々
と
直
接
関
わ
る

中
で｢

応
援
し
て
い
る
よ｣

と
声

を
か
け
て
い
た
だ
き
、
受
け
入
れ

ら
れ
て
い
る
実
感
を
持
て
ま
し
た
。

コ
ン
テ
ナ
で
の
出
店
は
気
軽
に
参

加
で
き
る
こ
と
で
挑
戦
の
ハ
ー
ド

ル
も
下
が
り
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
と

初
め
て
協
働
す
る
機
会
に
も
な

り
、｢

や
っ
て
よ
か
っ
た｣

と
思
え

る
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
参
加

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
町
で

活
動
す
る
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が

増
え
て
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
コ

ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
や
子
ど
も
た
ち
発
案

の
企
画
等
、
シ
ナ
プ
ス
＋
の
イ

ベ
ン
ト
が
こ
れ
か
ら
も
盛
り
上

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

川嶋千紘さん
(早瀬 )

遊 Viva 美浜の
秋山かおりさん
(雲谷 )

　I ターンで美浜に
移住。来年春、早瀬に
｢ 青会食堂 ｣ オープン
に向けてチャレンジ
ショップで準備中！
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〒 919-1192　美浜町郷市 25-25

 ☎　0770-32-1111( 代表 )

FAX　0770-32-1115( 代表 )

HP    https://www.town.fukui-

      mihama.lg.jp/

情報BOX
Mihama Information 

美浜町役場

お
知
ら
せ

　

冬
季
は
、
気
温
低
下
に
伴
う
水
道
管
の

凍
結
に
よ
り
、
水
が
出
な
く
な
っ
た
り
、

水
道
管
が
破
裂
し
て
漏
水
し
た
り
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

●

凍
結
を
防
ぐ
に
は

･

水
道
管
に
保
温
材
を
巻
く

･

就
寝
前
に
蛇
口
を
若
干
開
け
て
お
く

冬
季
は
水
道
管
の
凍
結
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

町
上
下
水
道
課(

担
当･

丸
山
︶

☎
32
︲
１
３
４
１

問 ●

万
が
一
、
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
ら

･

水
道
管
に
タ
オ
ル
等
を
被
せ
、
ぬ
る
ま

  

湯
や
ド
ラ
イ
ヤ
ー
の
温
風
で
解
凍
す
る

●

水
道
管
が
破
裂
し
て
し
ま
っ
た
ら

･       

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
止
水
栓
を
止

め
て
、
町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

に
修
理
を
依
頼
す
る

・
工
事
に
関
す
る
こ
と

　

町
健
康
福
祉
課(

担
当･

山
野
︶

☎
32
︲
６
７
０
４

・
施
設
の
利
用
に
関
す
る
こ
と

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
32
︲
３
１
１
１

問

　

冬
季
は
、
積
雪
に
よ
っ
て
水
道
検
針
が

困
難
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
次

の
点
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

･

水
道
メ
ー
タ
ー
付
近
を
除
雪
す
る

･

水
道
メ
ー
タ
ー
の
上
に
は
物
を
置
か
な
い

積
雪
時
の
水
道
検
針
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

町
上
下
水
道
課(

担
当･

丸
山
︶

☎
32
︲
１
３
４
１

問
　

冬
の
時
期
は
、
積
雪
に
よ
り
消
火
栓
や

防
火
水
槽
が
埋
ま
り
、
消
火
活
動
に
支
障

を
来
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

消
防
職
員
も
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す

が
、
特
に
大
雪
の
際
に
は
除
雪
作
業
が
遅

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

迅
速
な
消
火
活
動
を
実
施
す
る
た
め
に

も
、
お
近
く
の｢

消
火
栓｣
や｢

防
火
水

槽｣

の
除
雪
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
積
雪
時
に
消
火
栓
の
位
置
を
分

か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
消
火
栓
の
写

真
を
表
示
で
き
る
二
次
元
コ
ー
ド
を
、
水

利
標
識
や
ホ
ー
ス
格
納
箱
等
に
貼
り
付
け

て
あ
り
ま
す
の
で
、
除
雪
の
際
に
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。

消
火
栓･

防
火
水
槽
の
除
雪
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

美
浜
消
防
署　
　

☎
32
︲
１
１
９
０

問

　

県
で
は｢

み
ど
り
の
ス
コ
ッ
プ
ひ
と
か

き
運
動｣

と
題
し
て
、
一
部
の
バ
ス
停
と

交
差
点
に
緑
色
の
ス
コ
ッ
プ
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　

み
ど
り
の
ス
コ
ッ
プ
を
見
か
け
た
ら
、

待
ち
時
間
を
利
用
し
て
周
辺
の
除
雪
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

み
ど
り
の
ス
コ
ッ
プ
ひ
と
か
き
運
動
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

●

実
施
期
間

12
月
8
日(

月)

~
3
月
10
日(

火)

町
住
民
環
境
課(

担
当･

田
村
︶

☎
32
︲
６
７
０
３

問

　

相
続
登
記
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
毎
年
2
月
を｢

相
続
登
記
は
お

済
み
で
す
か
月
間｣

と
定
め
、
相
談
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

民
法
・
不
動
産
登
記
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
こ
れ
ま
で
任
意
で
あ
っ
た
相
続
登

記
の
申
請
が
、
令
和
6
年
4
月
1
日
か
ら

義
務
化
さ
れ
、
不
動
産(

土
地
・
建
物)

を
相
続
で
取
得
し
た
こ
と
を
知
っ
た
日
か

ら
3
年
以
内
に
、
相
続
登
記
を
す
る
こ
と

が
法
律
上
の
義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
、
県
内
の
各

司
法
書
士
事
務
所
で
相
続
・
遺
言
に
関
す

る
相
談
を
無
料
で
お
応
え
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
？

●

日
　
時

●

場
　
所　

県
内
各
司
法
書
士
事
務
所

●

そ
の
他

　

事
前
申
し
込
み
や
予
約
は
不
要
で
す
。

2
月
1
日(

日)

~
28
日(

土)

午
前
9
時
~
午
後
5
時

※
下
記
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

最
寄
り
の
司
法
書
士
事
務
所

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

県
司
法
書
士
会

☎
０
７
７
６
︲
43
︲
０
６
０
１

問

　国民年金は、年をとったときやいざというときの生活を現役世代みんなで支
え合おうという考えで作られた仕組みです。
　20歳以上60歳未満の学生･農林漁業者･自営業者･無職の方等(国民年金第
1号被保険者)は、国民年金に加入することが義務付けられています。

● 学生納付特例制度とは
　学生は一般的に所得が少ないため、本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が猶予
される制度です。
　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学(大学院)、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修
学校及び各種学校(修業年限１年以上の課程)、一部の海外大学の日本分校に在学する方です。
● 納付猶予制度とは
　学生でない50歳未満の方で、本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に、国民年金保険料の納付が
猶予される制度です。

国民年金のポイント

｢学生納付特例制度｣と｢納付猶予制度｣

● 将来の大きな支えになります
　国が責任をもって運営するため安定しており、年金の給付は生涯にわたって保障されます。
● 年金は老後のためだけのものではありません

国民年金には、65歳から受け取りできる老齢年金のほか、若い方でも万が一のときに受け取り可能
な｢障害年金｣や｢遺族年金｣があります。

2 0 歳 に な っ た ら 国 民 年 金

※お問い合わせ先　 日本年金機構敦賀年金事務所
　　　　　　　　　町住民環境課 ( 担当 ･ 吉田 )

☎ 23‐9904
☎ 32‐6703 ※お問い合わせ先 ・町道の除雪について　町土木建築課(担当・川口／八田／釆野) ☎32‐6707

道路の除雪作業にご協力ください！
　町では、10ｃｍ以上の積雪 (10ｃｍ以上の積雪予想も含む ) があった場合、

通勤・通学や町民生活に支障が生じないように町道の除雪を行っています。

　安全で迅速な除雪作業に努めていきますが、町民の皆さまにも、次のことに

ついてご理解とご協力をお願いします。

  ◆ 除雪車が通った道路は、気象条件等により大変滑りやすくなる場合があります
ので、通行時には十分注意してください。

　路上駐車は除雪作業の遅延や視界不良
時の事故につながります。路上駐車をし
ないようにご協力ください。

①路上に駐車しない

　稼働中の除雪車は大変危険です。絶対
に近寄らないでください。

②除雪車に近寄らない

　道路に雪を出すことは思わぬ事故の
原因となります。

③道路に雪を出さない

は
あ
と
ぴ
あ
の
お
風
呂

再
開
の
お
知
ら
せ

　

は
あ
と
ぴ
あ
の
改
修
工
事
に
よ
り
、

11
月
10
日
か
ら
は
あ
と
ぴ
あ
の
お
風
呂

の
利
用
を
休
止
し
て
い
ま
し
た
が
、
該

当
箇
所
の
工
事
が
終
了
し
た
た
め
、
令

和
8
年
1
月
6
日
か
ら
、
お
風
呂
の
利

用
を
再
開
し
ま
す
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
お
風
呂
の

休
止
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

↑詳細はこちら

　除雪作業により、戸口や車庫等の前
に寄せられた雪の処理についてご協力
ください。

④出入口は各戸で除雪を
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美浜発電所の状況について美浜発電所の状況について

美浜1号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜2号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜3号機 運転中(令和7年6月18日～)

　

町
で
は
、
万
が
一
の
原
子
力
災
害
発
生

に
備
え
て
広
域
避
難
計
画
を
策
定
し
、
地

区
ご
と
の
避
難
先
施
設
や
避
難
方
法
等
を

定
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
避
難
先
施
設
に
つ
い
て
は
、
災
害

発
生
時
の
状
況(

放
射
性
物
質
放
出
時
の

風
向
き
や
道
路
状
況
等)

に
よ
り
決
定
さ

れ
ま
す
が
、
町
で
は｢

大
野
市｣

と｢

お

お
い
町｣

を
避
難
先
と
指
定
し
、
有
事
の

際
に
備
え
て
い
ま
す
。

10
月
24
日
と
25
日
に
行
わ
れ
た
原
子
力

総
合
防
災
訓
練
で
は
、
広
域
避
難
計
画
の

避
難
手
順
等
の
確
認
を
行
う
と
と
も
に
、

お
お
い
町
へ
の
避
難
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
14
日
に
は
、
も
う
一
つ
の

避
難
先
で
あ
る
大
野
市
の
住
民
を
対
象
に
、

原
子
力
災
害
時
の
広
域
避
難
や
原
子
力
発

電
所
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
見
学
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

Mihama　Information

広
域
避
難
先
の
大
野
市
の
住
民
が

美
浜
発
電
所
等
を
見
学

　

当
日
は
、
同
市
の
区
長
連
合
会
の
方
等

10
人
が
参
加
し
、
移
動
中
の
バ
ス
車
内
で

町
職
員
か
ら
、
原
子
力
防
災
や
広
域
避
難

計
画
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る
と

と
も
に
、
原
子
力
災
害
時
の
広
域
避
難
等

に
関
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
し
、
原
子
力
災

害
時
に
お
け
る
対
応
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
ま
し
た
。

　

町
到
着
後
は
、
美
浜
発
電
所
で
発
電
所

の
概
要
や
安
全
対
策
工
事
、
１
・
２
号
機

の
廃
止
措
置
工
事
の
状
況
等
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、
原
子
力
発
電
の
必
要
性
や
新

規
制
基
準
を
踏
ま
え
た
安
全
対
策
に
つ
い

て
認
識
を
深
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
体
験

館｢

き
い
ぱ
す｣

で
町
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境

教
育
の
取
り
組
み
や
日
常
生
活
に
お
け
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

美
浜
町
地
域
防
災
計
画
・

美
浜
町
広
域
避
難
計
画
等
は

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

〇
原
子
力
防
災
に
つ
い
て

↑美浜発電所を見学する参加者

↑きいぱすでの見学の様子

↑美浜原子力 PR センターで説明を受ける参加者

　

見
学
会
に
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、

等
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
今
後
も
、
万
が
一
の
原
子
力

災
害
時
に
広
域
避
難
が
必
要
と
な
っ
た
場

合
に
備
え
、
住
民
避
難
が
円
滑
に
実
施
で

き
る
よ
う
、
原
子
力
防
災
等
に
関
す
る
理

解
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

・  

原
子
力
発
電
所
や
広
域
避
難
計
画
等
の

説
明
を
受
け
、
再
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
た

・  

電
力
の
重
要
性
を
改
め
て
考
え
る
良
い

機
会
に
な
っ
た

・   

広
域
避
難
に
お
い
て
、
大
野
市
側
で
の

受
け
入
れ
体
制
等
の
周
知
や
訓
練
を
し

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

募
集･

申
請
等

60
歳
代
の
再
就
職
を
応
援
し
ま
す
！

　

キ
ャ
リ
ア
人
材
バ
ン
ク
に
登
録
し
ま
せ

ん
か
。
あ
な
た
に
合
っ
た
お
仕
事
を
一
緒

に
お
探
し
し
ま
す
。

●

対
　
象

   

離
職
後
1
年
以
内
で
60
歳
か
ら
70
歳
の
人

※
週
10
時
間
以
上
の
勤
務
を
希
望
す
る
人

●     

利
用
料
　
無
料

●     

申
込
方
法

　

専
用
の
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
　

(

公
財)

産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー

　
　

福
井
事
務
所

　
　

☎
０
７
７
６
︲
24
︲
９
０
２
５

　
　

町
産
業
政
策
課(

担
当
・
芝
井)

　
　

☎
32
︲
６
７
０
６

問

↑申し込み
はこちら

②
分
列
行
進

午
前
10
時
30
分
~
10
時
40
分

(

は
あ
と
ぴ
あ
東
側
町
道)

③
観
閲
式

午
前
10
時
50
分
~
11
時
30
分

(

美
浜
消
防
署
西
側
消
防
訓
練
場)

※
悪
天
候
の
場
合
、
は
あ
と
ぴ
あ
で
実
施

美
浜
消
防
署　
　

☎
32
︲
１
１
９
０

問 ●

そ
の
他

　

荒
天
ま
た
は
災
害
等
の
発
生
に
よ
り
、

開
催
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

1
月
20
日(

火)

午
前
10
時
30
分
~
11
時
15
分

●

日
　
時

●

対
　
象

町
内
在
住
親
子　

10
組
程
度

○
育
児
講
座｢

ど
ん
な
絵
本
が
好
き
？｣

●

申
　
込

1
月
5
日(

月)

か
ら

町
子
ど
も･
子
育
て

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー(
担
当
・
浜
野)

☎
32
︲
０
１
９
２

問

美
浜
町
新
春
の
つ
ど
い
を開

催
し
ま
す

輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

町
内
各
界
各
層
の
皆
さ
ん
が
一
堂
に
会

し
、
交
流
を
深
め
、
本
町
の
更
な
る
飛
躍

と
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
美

浜
町
新
春
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

1
月
5
日(
月)

午
後
2
時
~
3
時

●

日
　
時

●

場
　
所

な
び
あ
す

町
総
務
課(

担
当
・
上
光)

☎
32
︲
６
７
０
０

問 ●

そ
の
他

平
服
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

飲
食
の
提
供
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●

講
　
師

松
井
由
起
子
氏

(
子
育
て
マ
イ
ス
タ
ー
・

　
　
　
　
　

絵
本
セ
ラ
ピ
ス
ト)

美
浜
町
子
ど
も･

子
育
て

　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
催
し
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

1
月
19
日(

月)

　
　

午
前
10
時
~
11
時
30
分

●

日
　
時

●

対
　
象

妊
娠
中
・
子
育
て
中
の

保
護
者
の
方

●

場
　
所

子
ど
も
・
子
育
て

　
　
　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

●

内
　
容

　

公
認
心
理
士
に
、
子
育
て
中
の
さ
ま
ざ

ま
な
悩
み
に
つ
い
て
、
個
別
に
相
談
が
で

き
ま
す
。
相
談
中
は
、
保
育
士
が
別
室
で

お
子
様
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー地

域
保
健
課

☎
22
︲
３
７
４
７

問 ●

参
加
費

無
料

子
育
て
相
談｢

き
く
で
♪｣

を
開
催
し
ま
す

●

そ
の
他

1
月
14
日(

水)

ま

で
に
電
話
も
し
く
は
申

込
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

↑予約はこちら

イ
ベ
ン
ト･

行
事

令
和
８
年
美
浜
消
防
団

出
初
式
を
開
催
し
ま
す

1
月
11
日(

日)

　
　
　

午
前
10
時
~
11
時
30
分

●

日
時

●

内
容･

場
所

①
一
斉
放
水

午
前
10
時
~
10
時
10
分

(

耳
川
橋
南
側
耳
川
左
岸)

　

新
春
の
恒
例
行
事
と
し
て
、
美
浜
消
防

団
出
初
式
を
開
催
し
ま
す
。

教
室･

講
座･

説
明
会
等

ひ
き
こ
も
り
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

1
月
8
日(

木)

　

①
午
後
1
時
30
分
~
2
時
30
分

　

②
午
後
2
時
30
分
~
3
時
30
分

③
午
後
6
時
30
分
~
7
時
30
分

　

④
午
後
7
時
30
分
~
8
時
30
分

●

日
　
時

　

町
で
は
、
ひ
き
こ
も
り
等
の
悩
み
を
相

談
で
き
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
悩
み

事
や
ち
ょ
っ
と
話
を
聞
い
て
ほ
し
い
こ
と

等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
こ
の
場
を
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

※
①
~
④
の
い
ず
れ
か
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

　
　

③
④
は
事
前
予
約
の
み
の
対
応
で
す
。

※
ⓐ
~
ⓒ
の
い
ず
れ
か
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

●

対
　
象

ど
な
た
で
も

●

場
　
所

は
あ
と
ぴ
あ

●

相
談
方
法

　

ⓐ
来
所
に
よ
る
面
談
ⓑ
電
話

　

ⓒ
オ
ン
ラ
イ
ン

●

費
　
用

無
料

●

申
　
込

　

予
約
が
必
要
で
す

が
、
当
日
受
付
も
可
能

で
す
。

●

そ
の
他

　

①
②
の
時
間
帯
は
福
井
県
ひ
き
こ
も
り

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
精
神
保
健
福

祉
士
等
、
③
④
の
時
間
帯
は
精
神
保
健
福

町
健
康
福
祉
課(

担
当
・
前)

☎
32
︲
６
７
０
４

問

↑予約はこちら

祉
士
、
保
健
師
等
が
対
応
し
ま
す
。
相
談

内
容
等
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
安
心

し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

詳細はこちら
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放 送
局

すこ やか

(164)

10
月
1
日
に
、長
野
県
軽
井
沢
町
の

国
重
要
文
化
財
旧
三
笠
ホ
テ
ル
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
ま
し
た
。

町
で
は
、館
内
の
一
部
を
お
借
り
し
て
、

開
館
記
念
展
示｢

美
浜
と
軽
井
沢
の
不

思
議
な
ご
縁
~
創
業
者
山
本
家
の
ふ
る

さ
と
福
井
県
美
浜
町
~｣

を
10
月
1
日

か
ら
5
日
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。本
展

で
は
、創
業
者
一
族
で
あ
り
、町
ゆ
か
り

の
実
業
家
山
本
家
の
功
績
と
遺
産
を

中
心
に
同
家
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
美
浜
町

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
約
１
，２
０
０
人
の
方
に
展

示
を
ご
覧
い
た
だ
き
、町
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、居
住
地
や
町
へ
の
来

訪
の
有
無
、町
や
創
業
者
山
本
家
へ
の

興
味
に
つ
い
て
の
全
7
問
を
用
意
し
ま

し
た
。回
答
い
た
だ
い
た
の
は
２
８
０
人

で
、町
に
来
た
こ
と
が
あ
る
方
は
全
体

の
23
％
で
し
た
。主
に
国
名
勝
三
方
五

湖
や
レ
イ
ン
ボ
ー
ラ
イ
ン
、水
晶
浜
海
水

浴
場
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
回

答
が
多
く
、特
に
三
方
五
湖
の
景
観
が

美
し
か
っ
た
と
い
う
感
想
が
多
く
寄
せ

ら
れ
、自
然
豊
か
な
町
で
あ
る
と
認
識

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
国
吉
城
の
知
名
度
は
あ

ま
り
高
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、｢

国

吉
城
を
知
っ
て
い
る｣

、｢

難
攻
不
落
の

お
城｣

と
複
数
の
方
か
ら
直
接
お
声
を

も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
続
日
本

百
名
城
の
選
定
や
、
大
河
ド
ラ
マ
、
歴

史
番
組
等
の
影
響
も
あ
っ
て
、
福
井
県

以
外
で
も
歴
史
フ
ァ
ン
に
は
知
ら
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。

　

回
答
者
全
体
の
内
訳
を
見
る
と
、長

野
県
内
を
は
じ
め
、東
京
、神
奈
川
、埼

玉
と
関
東
の
新
幹
線
沿
線
地
域
が
多
く

を
占
め(

71
％)

、展
示
会
場
で
聞
き
取
っ

た
と
こ
ろ
、県
内
に
お
い
て
は
、嶺
北
や

敦
賀
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
方

が
多
い
傾
向
で
し
た
。若
狭
地
方
に
は

仕
事
で
行
っ
た
と
い
う
回
答
が
あ
っ
た

も
の
の
、観
光
目
的
で
足
を
運
ん
だ
方

は
少
な
く
、北
陸
新
幹
線
が
延
伸
、ま

た
は
二
次
交
通
が
充
実
さ
れ
れ
ば
行
き

た
い
と
い
う
ご
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。実
際
に
本
展
を
通
じ
て
、町
や

山
本
家
に
興
味
を
持
っ
た
方
は
95
％
に

の
ぼ
り
、今
後
町
の
施
策
次
第
で
交
流

人
口
の
増
加
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

交
通
網
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
町
に

限
ら
ず
広
域
的
な
課
題
と
し
て
重
視
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
今
あ
る
も
の
を
活
用

す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
豊
か
な
自

然
、
そ
の
自
然
に
育
ま
れ
た
文
化
や
歴

史
、
そ
し
て
道
の
駅
は
ま
び
よ
り
や
レ

イ
ク
セ
ン
タ
ー
等
の
に
ぎ
わ
い
拠
点
の

周
知
と
活
用
を
通
じ
て
、
今
後
さ
ら
に

軽
井
沢
町
と
の
文
化
的
交
流
の
活
発
に

進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

(

若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料
館)

美浜と軽井沢の交流拡大に向けて
～旧三笠ホテルリニューアル
       オープン記念展示アンケートより～ 

俳
　
句

み
ち
く
さ
句
会

池
田
　
恵
子
（
早
　
瀬
）

杉
木
　
繁
行
（
中
　
寺
）

杉
木
　
美
智
子
（
中
　
寺
）

山
田
　
世
志
男
（
佐
　
柿)

高
木
　
キ
ヨ
子
（
新
　
庄
）

楠
　
朱
朋
（
佐
　
田
）

春
は
じ
め
旅
立
つ
孫
の
幸
祈
る

新
春
の
暦
め
く
り
て
意
気
高
し

初
日
の
出
先
ず
掌
を
合
わ
す
社
か
な

猫
抱
い
て
欠
伸
も
ら
ふ
や
日
向
ぼ
こ

掛
け
軸
の
鶴
穏
や
か
に
年
迎
ふ

瑞
雲
に
向
け
て
翔
び
た
つ
鳩
百
羽

↑展示会場の様子

　寒い冬でも子どもは元気いっぱい！外で遊ぶのが難しい日は、室内で親子一緒に楽しく発散できる遊びをしてみましょ

う。遊びを通じたコミュニケーションは、親子の信頼関係を深めるだけでなく、子どもの成長を支える大切な時間とな

ります。興味や成長段階に合った遊びを通じて、親子でふれ合いながら楽しいひとときを過ごしましょう。

　はいはい、よちよち歩きができるようになると広い場所で動くことを楽しみます。ぜひ子ども・子育てサポート
センターをご利用ください。　　

冬も元気に遊ぼう！親子で楽しむ室内遊び

※ お問い合わせ先　町子ども・子育てサポートセンター(担当・澤) 　☎32‐0192

※ お問い合わせ先　町健康福祉課(担当・南) 　☎32‐6704

美浜町地域あいあいポイント事業
ポイント交換のお知らせ

　町では、高齢者の社会参加や健康づくり、生きがいづくりを応援する取り組みと
して ｢ 美浜町地域あいあいポイント事業 ｣ を行っており、地域貢献活動や健康づく
り活動に参加することで、手帳やアプリでポイントを貯めることができます。
　活動に参加して貯まったポイントは、申請することで活動奨励品や商品券等に交換
することができ、手帳のポイント交換の申請は、令和 8 年 1 月 5 日から始まります。
貯めたポイントは、次年度に繰り越すことができないため、忘れずに申請をお願いし
ます。

　アプリでポイントを貯めた方は、1,000 ポイントごとに、アプリ内で発行されるクーポン券に交換す
ることができます。クーポン券の使用期限は令和 8 年 3 月 31 日までです。アプリでのポイント交換方
法は町健康支援あいあいアプリ内の ｢ メニュー ｣ ▶ ｢ よくある質問 ｣ からご覧ください。

健康支援あいあいアプリのポイント交換は．．．

※ 貯まったポイントは次年度に繰り越して使用することが
できないため、ご注意ください。

手帳のポイント交換申請期間

手帳のポイント交換の流れ ①ポイント交換申請書に記入

② 必要事項を記入した申請書とポイント手帳を
町健康福祉課へ提出してください。

③ 後日、交付決定通知書と引換券がお手元に届
きますので、令和 8 年 3 月 31 日までに引
換券で交換してください。

令和 8 年 1 月 5 日 ( 月 ) ～ 30 日 ( 金 )

ポイントに応じて交換
できる活動奨励品

美浜町地域あいあい
ポイント手帳

手
帳
で
の
参
加

ア
プ
リ
で
の

参
加

【室内遊びの例】

● 体を使ったふれあい遊び
　体を使った遊びは、想像力やバランス感覚、姿勢維持
能力等を向上させる効果があります。親子での楽しいふ
れあいが広がります。

• 仰向けに寝た大人の膝に子どもを乗せて、飛行機のように　
手を広げて飛ぶ動作を楽しみます。

• 子どもの脇の下を持ってロケットのように動かします。その後、
ゆっくり回せば観覧車気分に、左右に揺らせば振り子時計のよ
うな動作を楽しめます。

• 子どもが乗ったバスタオルを大人 2 人で持ち、ハンモックの
ように左右に優しく揺らして遊びます。

● 新聞遊び
　新聞紙を使ったシンプルな遊びは、エネルギー
を発散させるだけでなく、指先を使うことで脳の
発達を促します。

•  新聞を細長くちぎったり、破ったりして、雪のよ
うに上から散らして遊びます。

• 片付けも遊びの一部に！ ｢ よーいどん ｣ で新聞紙
を集める競争を楽しみましょう。

• 集めた新聞紙を袋に入れて作った
ボールで、キャッチやパンチ等の遊
びをするのもおすすめです。
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11/1～11/30受付分
(敬称略)慶弔慶弔

※ 氏名に旧字体や俗字等が含まれている場合は、常用漢字で

　掲載しております。

氏　名 住 所 年齢 届出人

兼 康 義 人 佐 田 82 兼 康 信 子

森 川 智 子 金 山 95 森 川 一 彦

齋 藤 治 子 佐 柿 93 齋 藤 亮 一

鳥 井 綾 野 北 田 97 鳥 井 輝 美

澤 田 道 子 河原市 87 木　下　満寿美

石 丸 茂 夫 久々子 92 百 田 恵 子

熊 谷 勝 彦 山 上 95 熊 谷 正 道

大　野　シズヱ 新 庄 97 大 野 　 清

田 邉 博 惠 佐 田 86 田 邉 礎 康

木 村 俊 夫 郷 市 85 山 本 　 恵

武 田 　 定 菅 浜 95 武 田 道 夫

大 崎 　 正 菅 浜 84 大 崎 正 義

◎おくやみ

はじめてバースデー
1月に満1歳を迎えるお子様を紹介します。

HAPPY BIRTH DAY

1月に満1歳を迎えるお子様を紹介します。

｢はじめてバースデー｣への掲載

案内は、誕生月の前々月に送付

しています。

ぜひ、ご応募ください。

　広報みはま1月号を読んで、①～⑤番の丸印をひらがな・カタ

カナでうめてください。小さい｢っ｣や｢ゅ｣、｢・｣、｢が｣、等も

一文字とします。｢●｣の文字を①番から順に並べると、ある言

葉になります。どんな言葉でしょう。

●応募方法

　はがきに答え、住所、氏名(広報を読んだ感想も大

歓迎！)を書いて、｢広報みはま広報クイズ｣係(〒919-

1192美浜町郷市25-25)まで送ってください。

メールで応募される方は、次のアドレスに送信して

ください。

【メールアドレス】

  kouhou-mihama 

  @town.fukui-mihama.lg.jp

【二次元コード】　右記

　締め切りは、1月7日(水)(消印有効)です。正解者

の中から抽選で5人の方に記念品をお送りします。

●12月号の答え　おおみそか(大晦日)

● 応募者総数は9人で全員正解でした。当選の発表は、

記念品の発送をもってかえさせていただきます。

広報クイズ

町の情報や応援クルーの

情報はこちら！

※ 町が公認登録する｢町外に住みながらも本町を
愛し、応援してくださる方｣のこと。

人口の動き

15人

  6人

413人(＋ 2)

人口総数　　　　8,545人(－  5)

男　　　　　　　4,234人(－  3)

女　　　　　　　4,311人(－  2)

世帯数　　　　　3,572世帯(－ 3)

出生　　  　　　死亡

転入　　  　　　転出

みはま応援クルー(※)

  1人

15人
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氏　名 住　所

田　辺　憲　虎　&　(増　井) 友　萌 坂　尻

浅　妻　拓　哉　＆　(村　端) 菜　央 金　山

◎ご結婚

町公式 LINE の

友だち追加はこちら！

〇①美浜〇　〇〇　〇〇 in 早瀬

②〇〇〇〇〇、〇〇●、まちが漕ぎ出す

③●〇〇〇〇ご挨拶

④ 60〇〇●〇〇再就職を応援します！

⑤ふるさと昔〇〇〇●〇〇〇

●

まちびとまちびと

母子保健推進委員を10年以上
務め、保健衛生功労者知事表
彰を受賞された

＊受賞された気持ちを教えてください。
　母子保健推進員は、妊婦の方や赤ちゃんのいる家庭に出向き

悩み事や相談事を聞く等、町と連携しながら活動をしていま

す。長年推進員を務めさせていただいたことを、このように表

彰していただき、嬉しく思っております。

＊今後の抱負をお聞かせください。
　今年度から、再び母子保健推進員協議会の会長に就任させて

いただきました。各地区の母子保健推進員の皆さんと意見を交

わしながら一緒に、美浜町で子どもたちがすくすく育ってもらえ

るように、微力ながらさまざまな活動に携わっていきたいです。

原田　弘
ひ ろ み

美　さん
(佐野)
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■くらしのカレンダー■

●イベント ●健康診査・検診 ●子ども行事
●行事の予定は、12月 16日現在のものです。一部変更になる場合がありますので事前にご確認ください。
●　　　網かけの日は、役場はお休みです。 
●　　　は古紙回収日、後に続く（　）内は回収地区です。
●ごみの休日受入は、第3日曜日以外の土日祝日(5月3日～5日、12月31日～1月3日を除く)の午前8時30分～正午です。
●休日の当番医に関するお問い合わせ先　 町役場 ☎32-1111（代表）　美浜消防署 ☎32-1190

古紙

1 月の納税 [納期限 2/2（月）] ※納付は口座振替が便利です。

町県民税 (4期 )、国民健康保険税 (7期 )

(耳地区:河原市･南市･栄区を除く)古紙

(北･南地区)古紙

(河原市･南市･栄区)古紙

(東地区)古紙

年
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収
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令和8年 1 月

15（木）

16（金）

14（水）

13（火）

12（月）

11（日）

10（土）

9（金）

8（木）

7（水）

6（火）

5（月）

4（日）

3（土）

1（木）

2（金）

27（火）
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29（木）
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31（土）
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町
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 元日

  官公庁仕事始め

14:00～美浜町新春のつどい(なびあす)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

10:00～6～8か月児教室(はあとぴあ)

13:30～ひきこもり相談会(はあとぴあ)

 9:30～保育園開放(みずうみ保育園)

10:00～結婚相談(はあとぴあ)

10:00～美浜消防団出初式(耳川左岸)

13:30～美浜町20歳のつどい(なびあす)

  成人の日

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

13:00～司法書士法律相談(はあとぴあ)

  9:00～美浜町子ども会かるた大会(はあとぴあ)

  日向水中綱引き(日向)

10:00～｢こころの相談室｣※障がい者(児)相談

　　　　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

13:00～弁護士法律相談(はあとぴあ)

  9:00～ふるさと美浜元気フォーラム(なびあす)

  9:30～保育園開放(せせらぎ保育園)

  

  8:30～町民バスケットボール大会(総合体育館)

  9:30～保育園開放(あおなみ保育園)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)  

美浜町防災アプリの
ダウンロードをお願いします

美浜町防災アプリでは、
防災情報や停電情報、お
くやみ等の生活に関わる
緊急情報等をお知らせし
ています。ぜひ、ダウン
ロードの上、ご利用くだ
さい。

ダウンロードは
こちら
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